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（参考1） 噴火規模に関する参考資料
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（参考1） 噴火規模に関する参考資料

火山爆発指数※1 VEI１ VEI２ VEI３ VEI４ VEI５ VEI６ VEI７ VEI８

見かけの噴出量※1

（km3）
0.0001～0.001 0.001～0.01 0.01～0.1 0.1～1 1～10 10～100 100～1,000 1,000～

噴煙柱高度※1

（km）
0.1～1 1～5 3～15 10～25 25～

噴火のタイプ※2

規模※1 小噴火 中噴火 大噴火 巨大噴火 破局的噴火

頻度※1 高頻度 低頻度

主な噴火

浅間山※3

2004年
浅間山※3

1973年
霧島新燃岳※3

2011年
桜島安永※1

1779年
St.Helens※2,※4

1980年
Pinatubo※2,※4

1991年
Tambora※2,※4

1815年
Toba※4

約7.4万年前

有珠山※3

2000年
霧島新燃岳※3

1959年
三宅島※2

1983年

北海道駒ヶ岳
※2,※3

1929年

桜島大正※2,※3

1914年
桜島薩摩※1

約1.3万年前
鬼界アカホヤ※1

約0.7万年前
Yellowstone※4

約210万年前

北海道駒ヶ岳※3

1996年
有珠山※2,※3

1977-78年
浅間天明※1,※3

1783年
富士宝永※1

1707年
十和田八戸
約1.5万年前

姶良Tn※1

約3万年前

宮後テフラ
約8万～6万年前

十和田中掫
約0.6万年前

支笏第1※1

約4.4万年前

ハワイ式

ストロンボリ式

ブルカノ式

プリニー式

ウルトラプリニー式

※1 町田・新井（2011）による。
※2 宇井編（1997）による。
※3 気象庁編（2013）による。
※4 Smithsonian Institution (2013) による。

赤字：十和田
青字：恐山
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（参考2） 給源不明の降下火砕物の特徴
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ho確認位置図

（参考2） 給源不明の降下火砕物の特徴 【ho】

➢ hoは発電所敷地で局所的に分布しているが，確認箇所は少なくすべて肉眼識別困難である。

肉眼による識別不能
（対象火山灰層が認められず，火山灰分析により確認）
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【火山ガラス】 pm: 軽石型ガラス, bw: バブル型ガラス, o: 低発砲タイプ
【鉱物等】 opx: 斜方輝石, cpx: 単斜輝石, ho: 角閃石
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火山灰分析結果（2k’トレンチ北面）

火山ガラス屈折率測定結果（2k’トレンチ北面）

ho確認位置図

（参考2） 給源不明の降下火砕物の特徴 【ho】

ho確認位置付近（Tr-20トレンチ北側法面；肉眼識別困難）

2k’トレンチ

Tr-20トレンチ

➢ hoは，主にローム層に認められる（写真：Tr-20トレンチ北側法面）。
➢ 火山灰層は認められず，肉眼での識別はできないが，当該層準のローム層を対象とした火山

灰分析と層序関係から確認できる。
➢ 構成物は，低発泡タイプの火山ガラス，角閃石を主体とする（分析結果：2k’トレンチ北面）。
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深浦確認位置図

（参考2） 給源不明の降下火砕物の特徴 【深浦（Fk）】

➢ 深浦は発電所敷地で局所的に分布しているが，肉眼識別困難な箇所が多い。

肉眼による識別不能
（対象火山灰層が認められず，火山灰分析により確認）

肉眼による識別可能
（対象火山灰層が認められる）
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深浦確認位置図
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角閃石の屈折率 (nd)

深浦については，町田・新井（2011）において火山ガラスの屈折率の記載がないことから，角
閃石の屈折率（紫矢印）を示している。

1.689-1.694

火山灰分析結果（Tr-27トレンチ）

角閃石屈折率測定結果（Tr-27トレンチ）

深浦分布状況（Tr-5トレンチ）

Tr-5トレンチ

（参考2） 給源不明の降下火砕物の特徴 【深浦（Fk）】

Tr-27トレンチ

➢ 深浦は，主にローム層や陸成堆積物中に認められる（写真：Tr-5トレンチ）。
➢ 黒褐色を呈し，シルト～極細砂サイズの火山灰からなる。
➢ 一部ではレンズ状～塊状の堆積産状を示すが，大半は肉眼識別困難であり，連続性に乏しく層状

をなす範囲が狭い。
➢ 火山ガラスはあまり確認されず，角閃石などの鉱物を主体とする（分析結果：Tr-27トレンチ北面）。

Fk
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2

同左 拡大

0

20

40

60

pm bw o opx cpx ho

含
有

量

火山ガラスの形態 主な鉱物

【火山ガラス】 pm: 軽石型ガラス, bw: バブル型ガラス, o: 低発砲タイプ
【鉱物等】 opx: 斜方輝石, cpx: 単斜輝石, ho: 角閃石
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f-Or確認位置図

（参考2） 給源不明の降下火砕物の特徴 【f-Or】

➢ f-Orは発電所敷地で局所的に分布しているが，確認箇所は少なく肉眼識別困難な箇所も多い。

肉眼による識別不能
（対象火山灰層が認められず，火山灰分析により確認）

肉眼による識別可能
（対象火山灰層が認められる）
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【鉱物等】 opx: 斜方輝石, cpx: 単斜輝石, ho: 角閃石
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火山ガラス屈折率測定結果（Tr-3東トレンチ）

f-Or確認位置図

Tr-5トレンチ

（参考2） 給源不明の降下火砕物の特徴 【f-Or】

Tr-3東トレンチ

深浦分布状況（Tr-5トレンチ）

➢ f-Orは，主にローム層や陸成堆積物中に認められる（写真：Tr-5トレンチ）。
➢ 黄橙色～灰白色を呈し，シルト～極細砂サイズの火山灰からなる。
➢ 一部ではレンズ状～塊状の堆積産状を示すが，大半は肉眼識別困難であり，連続性に乏しく層状

をなす範囲も狭い。
➢ 構成物は，軽石型の火山ガラスや斜方輝石と単斜輝石，角閃石などの鉱物を含む（分析結果：Tr-

3東トレンチ）。

f-Or

1

2

同左 拡大
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O-ho1確認位置図

（参考2） 給源不明の降下火砕物の特徴 【O-ho1】

➢ O-ho1は発電所敷地で局所的に分布しているが，確認箇所は少なく肉眼識別困難な箇所も多い。

肉眼による識別不能
（対象火山灰層が認められず，火山灰分析により確認）

肉眼による識別可能
（対象火山灰層が認められる）
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【火山ガラス】 pm: 軽石型ガラス, bw: バブル型ガラス, o: 低発砲タイプ
【鉱物等】 opx: 斜方輝石, cpx: 単斜輝石, ho: 角閃石
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O-ho1確認位置図

O-ho1分布状況（Tr-5トレンチ）

（参考2） 給源不明の降下火砕物の特徴 【O-ho1】

Tr-5トレンチ

Tr-3東トレンチ

O-ho1

1

2

同左 拡大

➢ O-ho1は，主にローム層や陸成堆積物中に認められる（写真：Tr-5トレンチ）。
➢ 黒褐色～褐色を呈し，シルト～極細砂サイズの火山灰からなる。
➢ 一部ではレンズ状の堆積産状を示すが，大半は肉眼識別困難であり，連続性に乏しく層状をなす範

囲も狭い。
➢ 構成物は，角閃石を主体とし，一部斜方輝石や単斜輝石も確認される（分析結果：Tr-3東トレンチ） 。
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Si-py確認位置図

（参考2） 給源不明の降下火砕物の特徴 【Si-py】

➢ Si-pyは発電所敷地で局所的に分布している。

肉眼による識別可能
（対象火山灰層が認められる）
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Si-py確認位置図
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【火山ガラス】 pm: 軽石型ガラス, bw: バブル型ガラス, o: 低発砲タイプ
【鉱物等】 opx: 斜方輝石, cpx: 単斜輝石, ho: 角閃石

火山灰分析結果（Tr-3東トレンチ）

斜方輝石屈折率測定結果（Tr-3東トレンチ）

Si-py分布状況 （Tr-3東トレンチ）

火山ガラスは検出されていない

Tr-3東トレンチ

（参考2） 給源不明の降下火砕物の特徴 【Si-py】

➢ Si-pyは，M2面段丘堆積物中に認められる（写真：Tr-3東トレンチ）。
➢ 黒褐色を呈し，シルト～極細砂サイズの火山灰からなる。
➢ Tr-3トレンチでのみ層状～レンズ状の堆積産状を示すが，他の箇所での分布はなく，連続性に乏し

い。
➢ 構成物は，火山ガラスは検出されず，少量の斜方輝石が確認される（分析結果：Tr-3東トレンチ） 。
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（参考3） 発電所に降下火砕物が分布する地理的領域外の火山の現在の活動状況
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【姶良カルデラの評価】
➢ 巨大噴火の活動間隔（6万年以上）は，最新の巨大噴火からの経過時間（約3万年）に比べて長いこと，現在，巨大噴火に先行して発生するプリニー式

噴火ステージの兆候が認められないことから，巨大噴火までには十分な時間的余裕があると考えられる。
➢ 姶良カルデラにおける現在の噴火活動は，桜島における後カルデラ火山噴火ステージと考えられる。
➢ したがって，姶良Tnと同規模の噴火の可能性は十分小さいと考えられる。

Nagaoka（1988）及び山元（2015）を参考に，町田・新井（2011）に基づき作成

プリニー式噴火ステージ 破局的噴火ステージ 中規模火砕流噴火ステージ 後カルデラ火山噴火ステージ

6万年以上 約3万年

（参考3） 発電所に降下火砕物が分布する地理的領域外の火山の現在の活動状況 【姶良カルデラ】
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発電所を中心とする半径160kmの範囲の火山地質図（中野ほか編（2013）による）

支笏カルデラ
風不死岳
恵庭岳
樽前山

支笏カルデラの概要
（中野ほか編（2013）及びそのWeb版である産総研地質調査総合センター編（2013）に基づく）

火山名
・カルデラ火山 ： 支笏カルデラ
・後カルデラ火山 ： 風不死岳，恵庭岳，樽前山

発電所からの距離
約174km（支笏カルデラ），約170km（風不死岳），約179km（恵庭岳），
約167km（樽前山）

火山の型式・構造
カルデラ-火砕流台地（支笏カルデラ），複成火山，溶岩ドーム（風不死岳），複成火
山，火砕丘，溶岩ドーム（恵庭岳），火砕丘，溶岩ドーム（樽前山）

活動年代

支笏カルデラ：5万～4万年前にカルデラ形成。
風不死岳：支笏カルデラ形成後に活動（4万年前以降）。大部分は恵庭火山より古い。

最新噴火：4,600-4,500年前。
恵庭岳：約1万5000年前にはある程度の山体が形成されていた。最新噴火：200年前。
樽前山：約9,000年前以降。最新噴火：1981年。

【支笏カルデラの評価】
➢ 現在は後カルデラ火山の活動が継続していることから，Sp-1と同規模の噴火の可

能性は十分小さいと考えられる。
➢ また，町田・新井（2011）によると，後カルデラ火山の活動に伴う発電所周辺におけ

る降下火砕物の分布は示されていない。

支笏カルデラ，風不死岳，恵庭岳，樽前山の噴出量-年代階段ダイヤグラム

噴出量の累積(DRE km³)

噴出量(DRE km³) 噴出したと考えられる年代の幅を示す。

地質時代
（ka）

活動期
火山名

噴出物名
噴出量

（DRE km3）

AD.1739-1981

後
カ
ル
デ
ラ
火
山
活
動

樽前山

1981噴火，Ta-a，溶岩ドーム等 1.85

AD.1667 Ta-b 1.1

2.5 Ta-c1～Ta-c3 1.57

9 Ta-d，溶岩ドーム 7.68※

2-20 恵庭岳 オコタンペ湖溶岩，En-a 等 11.1

4.5-41.4 風不死岳
Fp1 (n.En-b)～Fp4
大崎集塊岩 等

8.4

41.4

43.8

カ
ル
デ
ラ

形
成

支笏カルデラ

Sp-1 128

55

長
期
的

前
駆
活
動

Sp-2 0.6

59 Sp-3 0.6

61 Sp-4 23

85 Sp-5 0.4

支笏カルデラの活動履歴

参考文献
Amma-Miyasaka et al. (2020)，第四紀火山カタログ委員会編(1999)，土井（1957），古川ほか（2006），古川・中川（2009），
古川・中川（2010），許ほか（2001），金田ほか（2020），加藤ほか（1995），勝井ほか（2007），中川ほか（1994），中川ほか（2006），
中村（1973），産総研地質調査総合センター編（2024b），宝田ほか（2022），山縣（2000），山元（2015），山元（2016）

※：Ta-d以降の溶岩ドームの体積を含む。

（参考3） 発電所に降下火砕物が分布する地理的領域外の火山の現在の活動状況 【支笏カルデラ】
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【三好ほか（2005）より抜粋】
「カルデラ中心部で玄武岩質マグマの活動が活発であり，その周囲でより珪長質なマグマが
活動しているという傾向がある。もしカルデラ直下に大規模な珪長質マグマ溜りが存在する
と考えた場合，…中略…給源火口の分布とそれらの噴出物組成の関係は，中央部でより珪
長質，その周囲で苦鉄質になり，阿蘇の場合とは逆になると考えられる。このことから後カル
デラ期では，カルデラ形成期の単一の大規模マグマ溜りは存在しなかったと考えられる」

【阿蘇カルデラの評価】
➢ 巨大噴火の最短の活動間隔（約2万年）は，最新の巨大噴火からの経過時間（約9万年）に比べて短いため，巨大噴火のマグマ溜りを形成している可

能性，巨大噴火を発生させる供給系ではなくなっている可能性等が考えられる。
➢ 阿蘇カルデラにおける現在の噴火活動は，最新の巨大噴火以降，阿蘇山において草千里ヶ浜軽石等の多様な噴火様式の小規模噴火が発生してい

ることから，阿蘇山における後カルデラ期の活動と考えられる。
➢ 苦鉄質火山噴出物及び珪長質火山噴出物の給源火口の分布から，大規模な珪長質マグマ溜りが存在する可能性は十分小さいと考えられる。
➢ したがって，阿蘇4と同規模の噴火の可能性は十分小さいと考えられる。

Nagaoka（1988）及び山元（2015）を参考に，町田・新井（2011） に基づき作成

約3万年 約9万年約11万年 約2万年

三好ほか（2005）に加筆

（参考3） 発電所に降下火砕物が分布する地理的領域外の火山の現在の活動状況 【阿蘇カルデラ】
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Nagaoka（1988）を参考に，町田・新井（2011）に基づき作成

【鬼界カルデラの評価】
➢ 巨大噴火の最短の活動間隔（約5万年）は，最新の巨大噴火からの経過時間（約0.7万年）に比べて十分長いことから，巨大噴火までには十分な時間

的余裕があると考えられる。
➢ 鬼界カルデラにおける現在の噴火活動は，薩摩硫黄島における後カルデラ火山噴火ステージと考えられる。
➢ したがって，鬼界葛原や鬼界アカホヤと同規模の噴火の可能性は十分小さいと考えられる。

約5万年 約9万年 約0.7万年

（参考3） 発電所に降下火砕物が分布する地理的領域外の火山の現在の活動状況 【鬼界カルデラ】
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洞爺カルデラ，洞爺中島，有珠山の噴出量-年代階段ダイヤグラム

火山名
・カルデラ火山 ： 洞爺カルデラ
・後カルデラ火山 ： 洞爺中島，有珠山

発電所からの距離 約163km（洞爺カルデラ），約164km（洞爺中島），約158km（有珠山）

火山の型式・構造
カルデラ-火砕流台地（洞爺カルデラ），溶岩ドーム（洞爺中島），複成火山，溶岩
ドーム（有珠山）

活動年代
洞爺カルデラ：約14万年前にカルデラ形成。
洞爺中島：4万～3万年前。
有珠山：2万ないし1.5万年前に活動開始。最新噴火：2000年。

【洞爺カルデラの評価】
➢ 現在は後カルデラ火山の活動が継続していることから，洞爺火山灰（Tp）と同規模

の噴火の可能性は十分小さいと考えられる。
➢ また，町田・新井（2011）によると，後カルデラ火山の活動に伴う発電所周辺におけ

る降下火砕物の分布は示されていない。

噴出量の累積(DRE km³)

噴出量(DRE km³) 噴出したと考えられる年代の幅を示す。

地質時代
（ka）

活動期
火山名

噴出物名
噴出量

（DRE km3）

AD.2000

後
カ
ル
デ
ラ
火
山

有
珠
山

Historical
stage

Us-2000 降下軽石・火山灰 潜在ドーム 0.0006※2

AD.1977-1978
Us-1977,Us-1978降下火砕物
有珠新山潜在ドーム

0.054※2

AD.1943-1945 Us-Ⅰa 降下火山灰 昭和新山溶岩ドーム 0.0006※2

AD.1910 Us-Ⅱa 降下火山灰 明治新山潜在ドーム 0.0018※2

AD.1853 嘉永火砕流・Us-Ⅲa 大有珠溶岩ドーム 0.2148※2

AD.1822 文政火砕流・Us-Ⅳa 小有珠溶岩ドーム 0.2112※2

AD.1769 明和火砕流・Us-Ⅴa オガリ山潜在ドーム 0.0804※2

先明和火砕物 先小有珠溶岩ドーム 0.0006※2

AD.1663 Us-b 降下軽石 等 1.596
8- Pre-historical

stage

有珠外輪山溶岩・テフラ ドンコロ山スコリア丘 0.962※3

18-19 有珠上長和テフラ （Us-Ka） 0.07

30-48
洞爺中島

東山ドーム，東山火砕丘 等 15.15

48 中島長流川テフラ （Nj-Os） 0.11

106

112

カルデラ
形成

洞爺カルデラ

洞爺火砕流
洞爺火山灰※1 Tp (Toya) 140

120

125

長期的
前駆活動

長流川火砕流 （Osr） -

洞爺カルデラの活動履歴

参考文献
Amma-Miyasaka et al. (2020)，第四紀火山カタログ委員会編(1999)，藤根ほか（2016），Goto and Johmori (2014)，Goto et al. (2013b)，
Goto et al. (2015a)，Goto et al. (2018)，Goto et al. (2019)，後藤ほか（2021），早川（2008），金田ほか（2020），町田・新井(2011)，
松本・中川（2006），松本・中川（2011），Matsumoto and Nakagawa (2019)，Miyabuchi et al. (2014)，中川（1998），中川ほか（2005），
Nakagawa et al. (2022)，Niki et al. (2022)，Ōba (1966)，大場・近堂（1964），奥村・寒川（1984），産総研地質調査総合センター編（2021），
産総研地質調査総合センター編（2024b），曽屋ほか(2007)，高島ほか（1992），宝田（2019），宝田ほか（2018），東宮・後藤（2014），
東宮・宮城（2020），宇井（2017），山縣・町田（1996），山元（2015）

発電所を中心とする半径160kmの範囲の火山地質図（中野ほか編（2013）による）

洞爺カルデラ
洞爺中島
有珠山

※1 洞爺火山灰について：設置変更許可申請時は地質調査及び文献調査から，洞爺火山灰を発電所に到達した最大層厚（30cm）の
降下火砕物と考え，発電所における層厚を30cmとしていたが，現状において洞爺火山灰と同規模の噴火の可能性は十分小さい
と考えられることから，評価対象外とした。

洞爺カルデラの概要
（中野ほか編（2013）及びそのWeb版である産総研地質調査総合センター編（2013）に基づく）

※2 火砕物のみの体積。 ※3 先明和噴火以降の溶岩ドームの体積を含む。

（参考3） 発電所に降下火砕物が分布する地理的領域外の火山の現在の活動状況 【洞爺カルデラ】
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噴火イベント（対象火山） 評価方針

発電所において
降下火砕物の分布が
確認されている火山

白頭山苫小牧（白頭山） 評価対象として選定。

姶良Tn（姶良カルデラ）
支笏第１（支笏カルデラ）
鬼界葛原（鬼界カルデラ）
阿蘇4（阿蘇カルデラ）
洞爺（洞爺カルデラ）

いずれの火山についても現在は後カルデラ期であり，同規模の噴火の可
能性は十分小さいと考えられることから評価の対象外とした。

➢ 降下火砕物の影響評価の対象となる噴火イベントの選定結果は下表のとおり。

（参考3） 発電所に降下火砕物が分布する地理的領域外の火山の現在の活動状況 【評価結果】
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余白
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（参考4） 恐山・八甲田山の現在の活動状況



249

地質時代
（ka）

活動期火山名 噴出物名
噴出量

（DRE km3）

20

新
恐
山
火
山

熱水活動期
鬼石テフラ －

60-80 宮後テフラ －

80-200 剣山活動期
剣山・地蔵山溶岩ドーム，北鶏頭山溶岩ドーム，
南鶏頭山溶岩ドーム，火砕丘

0.1

204-248
後カルデラ‐

火砕流活動期
Os-3～6，関根第1・2火砕流，二又沢火砕流 1.26

257

263
カルデラ形成期 正津川火砕流，Os-2 2.43

303-327

先カルデラ
‐

火砕流活動期

出戸川第2・3火砕流 0.72

340 Os-1 0.94

367-446 Os-De1u，出戸川第1，1’火砕流，Os-Otu 0.36

473 落野沢火砕流（Os-OT） 0.96

474-480 高野川火砕流，八木沢川火砕流 等 0.98
760

800
古
恐
山
火
山

釜臥山活動期 障子山・釜臥山 5.6

680-920

屏風山
‐

朝比奈岳
活動期

屏風山 0.3

920 円山 1.5

990 大尽山 0.5
1180

1460
朝比奈岳 0.9

【現在の恐山の活動状況】
➢ 恐山は，古恐山火山の活動（約146万年前～約68万年前）と現在の宇曽利カルデラ

を中心とする新恐山火山の活動（約48万年前以降）に大別され，その間に20万年
程度の休止期間が存在している。

➢ 新恐山火山では，約48万年前～約8万年前の期間はマグマ活動であり，８万年前
～現在までの期間では熱水活動が継続している。

➢ 熱水活動期における最大規模の噴火は水蒸気噴火である宮後テフラ（等層厚線図
とHayakawa（1985）の経験式によるみかけ体積7.13×10-2km3）である。

噴出量の累積(DRE km³)

噴出量(DRE km³) 噴出したと考えられる年代の幅を示す。

恐山の噴出量-年代階段ダイヤグラム

恐山の活動履歴

宮後テフラの分布（リサイクル燃料貯蔵株式会社（2020）に一部加筆）

東通原子力発電所

参考文献

荒川ほか（2008），伴ほか(1992)，第四紀火山カタログ委員会編(1999)，Imai and Shimokawa (1988)，小林ほか（2011），小林・水上（2012），桑原(2006)，
桑原・山崎(2001)，Matsu’ura and Komatsubara (2017)，岡島ほか（2008），通商産業省資源エネルギー庁（1994），Umeda et al. (2013)，山元(2015)

（参考4） 恐山・八甲田山の現在の活動状況（恐山）
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累

積
噴

出
量

（D
R

E
 k

m3
）

100

50

0

100

50

0
100 50 0

年代 （万年前）

南八甲田火山群噴出物

北八甲田火山群噴出物

八甲田第１期火砕流
八甲田黄瀬火砕流
八甲田中里川火砕流

八甲田第２期火砕流

平均的な噴出率変化

八甲田カルデラ噴出物

噴出量の累積(DRE km³)

噴出量(DRE km³) 噴出したと考えられる年代の幅を示す。

八甲田カルデラ・北八甲田火山群・南八甲田火山群
の噴出量‐階段ダイヤグラム

南八甲田火山群の年代は宝田・村岡（2004），噴出量はUmeda et al. (2013) ，
八甲田カルデラの年代は工藤ほか（2006），工藤ほか（2011a），工藤ほか（2019），噴出量はUmeda et al. (2013)，
北八甲田火山群の年代及び噴出量は工藤ほか（2003），工藤ほか（2004）を参考に東北電力
が作成した。

北八甲田火山群の噴出量-年代階段ダイヤグラム

北八甲田火山群の噴出量－年代階段ダイヤグラムは，工藤ほか（2004），宝田・村岡（2004）等の文献調査の結果
を基に東北電力が独自に作成したものである。

• 八甲田山の活動は，南八甲田火山群，八甲田カルデラ，北八甲田火山群の活動に区分され，南八甲田火山群は八甲田カルデラの先カルデラ火山，
北八甲田火山群は八甲田カルデラの後カルデラ火山であり，約110万年前に開始したとされる。

• 八甲田山は，南八甲田火山群及び八甲田カルデラの活動後，最近30万年間では，北八甲田火山群のみの活動が継続している。
• 後カルデラ期における最大規模の噴火は北八甲田火山群のWPである。
• カルデラ形成を伴う巨大噴火が差し迫っていることを示す知見は無い。

（参考4） 恐山・八甲田山の現在の活動状況（八甲田山）

➢ 発電所に近く，噴火規模の大きい火山である八甲田山（南八甲田火山群，八甲田カルデラ，北八甲田火山群）について，現在の活動状況の検証
を実施した。
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（参考5） 降下火砕物シミュレーションコード「Tephra2」の概要
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➢ 「Tephra2」は移流拡散モデルを用いた降下火砕物シミュレーションプログラムであり，火山灰の降灰範囲の予測や既往噴火の降灰状況の復元を
目的として利用されている。

➢ 移流拡散モデルとは火山灰の挙動を，重力による落下，風による移動（移流）及び空中で火山灰が自発的に散らばる現象（拡散）で計算するもの
である。

➢ 風は高度毎に水平な一方向に吹くものとされ，拡散も水平方向のみが考慮されている。
➢ 火山灰は火口上に仮定された均質な噴煙柱から放出される。

萬年（2013）によるTephra2及び移流拡散モデルの概念図

（参考5） 降下火砕物シミュレーションコード「Tephra2」の概要
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（参考6） 国内における水蒸気噴火の事例
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（参考6） 国内における水蒸気噴火の事例

➢ 国内における水蒸気噴火の事例から，水蒸気噴火の最大規模はVEI3である。

火山名 噴火イベント 降下火砕物のみかけ体積 規模 （VEI） 火山名 噴火イベント 降下火砕物のみかけ体積 規模 （VEI）

草津白根山 2018年噴火 3.4×10-5～4.9×10-5 km3 ※1
1 

※1 # 硫黄島 1967年噴火 1.0×10-4 km3 1

箱根山 2015年噴火 4.0×10-8～1.3×10-7 km3 ※2
0 

★ # 阿蘇山 1963年噴火 1.8×10-5 km3 1

御嶽山 2014年噴火 1.2×10-3 km3 2 # 焼岳 1962 → 1963 1962-63年噴火 1.0×10-3 km3 2

雌阿寒岳 2008年噴火 1.2×10-5 km3 1 # 霧島山 1959年噴火（新燃岳） 8.8×10-3 km3, 2.3×10-2 km3 ※3
2, 3 

★

霧島山 2008年噴火（新燃岳） 2.0×10-4 km3 1 # 硫黄島 1957年噴火 7.6×10-6 km3 0

阿蘇山 2006年噴火 1.0×10-8 km3 0 # 雌阿寒岳 1956年噴火 1.1×10-4 km3 1

雌阿寒岳 2006年噴火 9.0×10-6 km3 0 # 雌阿寒岳 1955年噴火 3.2×10-5 km3 1

浅間山 2003年噴火 3.8×10-7 km3 0 # 秋田焼山 1949年噴火 3.0×10-4 km3 1

北海道駒ヶ岳 2000年噴火 1.0×10-4 km3 1 # 栗駒山 1944年噴火 3.0×10-5 km3 1

北海道駒ヶ岳 1998年噴火 5.0×10-5 km3 1 # 蔵王山 1940年噴火 1.0×10-4 km3 1

新潟焼山 1997 → 1998 1997-98年噴火 1.0×10-5 km3 1 # 草津白根山 1937 → 1939 1937-39年噴火 5.0×10-3 km3 2

秋田焼山 1997年噴火（秋田焼山） 3.0×10-6 km3 0 # 知床硫黄山 1935 → 1936 1935-36年噴火 1.0×10-4 km3
1 

★

秋田焼山 1997年噴火（澄川温泉） 1.5×10-7 km3 0 # 草津白根山 1932年噴火 1.6×10-5 km3 1

北海道駒ヶ岳 1996年噴火 1.0×10-4 km3 1 # 草津白根山 1925年噴火 3.0×10-3 km3 2

雌阿寒岳 1996年噴火 3.6×10-5 km3 1 # 岩手山 1919年噴火 1.0×10-4 km3 1

霧島山 1991 → 1992 1991-1992年噴火（新燃岳） 2.5×10-6 km3 0 # 焼岳 1915年噴火 1.0×10-3 km3 2

御嶽山 1991年噴火 1.0×10-8 km3 0 # 有珠山 1910年噴火 1.2×10-3 km3 2

浅間山 1990年噴火 1.0×10-6 km3 0 # 草津白根山 1902年噴火 5.0×10-4 km3 1

雌阿寒岳 1988年噴火 1.0×10-4 km3 1 # 安達太良山 1900年噴火 2.5×10-3 km3 2

浅間山 1982 → 1983 1982-83年噴火 2.3×10-4 km3 0.9 # 丸山 My-a噴火 1.0×10-3 km3 2

草津白根山 1982年噴火 6.0×10-5 km3 1 # 蔵王山 1895年噴火-2 5.0×10-4 km3 ★★ 1

口永良部島 1980年噴火 1.0×10-4 km3 1 # 蔵王山 1895年噴火-1 4.0×10-6 km3 0

御嶽山 1979年噴火 5.0×10-3 km3 2 # 吾妻山 1893 → 1895 1893-95年噴火 5.0×10-4km3 1

樽前山 1978 → 1979 1978-79年噴火 4.0×10-5 km3 1 # 磐梯山 1888年噴火 1.0×10-3 km3 ★★
, 1.0×10-2 km3 ★★ ※4

2, 3
★

草津白根山 1976年噴火 1.6×10-5 km3 1 # 草津白根山 1882年噴火 5.0×10-3km3 2

新潟焼山 1974年噴火 7.0×10-4 km3, 2.6×10-2 km3 ※3
1, 3 

★ # 那須岳 1881年噴火 7.0×10-4km3 1

鳥海山 1974年噴火 1.0×10-4 km3 1 # 恵山 Es-6噴火 1.0×10-4km3 1

★：噴出量（噴火マグニチュード）に基づき火山爆発指数（VEI）を算出

★★：火砕物密度流を含む噴出量

2008

2008

2006

2006

2003

噴火年（西暦） 噴火年（西暦）

2018

2015

2014

1955

1949

1944

1988

1982

1997

1997

1996

1996

1991

1998

2000

1940

1967

1963

1959

1957

1956

※4: Fujinawa, A., Ban, M., Ohba, T., Kontani, K., Miura, K. (2008) ：Characterization of low-temperature pyroclastic surges that occurred in the northeastern Japan arc during the late 19th century, Journal of Volcanology and Geothermal Research, 178, 1,

　　pp. 113-130. https://doi.org/10.1016/j.jvolgeores.2008.07.004．　　→1×10 7 m3 （火砕サージ含む）

※3: 奥野　充（1995）：降下テフラからみた水蒸気噴火の規模・頻度，金沢大学文学部地理学報告，7，pp.1-23．

※2: 箱根山降灰合同調査班（2015）：箱根火山2015 年6 月29-30 日噴火による降灰分布，火山噴火予知連絡会資料．   →40 t～130 t より算出

1902

1900

1898

1895

1895

1888

1990

1882

18811974

1974

1980

1979

1874

（参照データ）産業技術総合研究所地質調査総合センター編（2021）：1万年噴火イベントデータ集（ver. 2.5）, https://gbank.gsj.jp/volcano/eruption/index.html，2024/9/13閲覧．

※1: Kametani, N., Ishizaki, Y., Yoshimoto, M., Maeno, F., Terada, A., Furukawa, R., Honda, R., Ishizuka, Y., Komori, J., Nagai, M. and Takarada, S. (2021)：Total mass estimate of the January 23, 2018, phreatic eruption of Kusatsu-Shirane Volcano, central Japan.

　　Earth Planets Space 73, 141.  https://doi.org/10.1186/s40623-021-01468-3．　　→Mass : 2.4×10 4 – 3.4×104 (t),  tephra density : 700 kg/m3 より算出

1932
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（参考7） WPの降下火砕物シミュレーションに使用するパラメータに関する検討
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➢ 日本原燃（2023）では，工藤ほか（2004）におけるWPの等層厚線図を最も再現で
きる入力パラメータの検証を行っている。

➢ このうち，工藤ほか（2004）によるWPの等層厚線図をもっともよく再現しているケー
スとして，以下のケースを挙げている。

（参考7） WPの降下火砕物シミュレーションに使用するパラメータに関する検討

項目 数値

噴煙柱高度 25 km

粒径（中央粒径） 1/2-3 mm

粒径（標準偏差） 1/22.5 mm

拡散係数 75,000 m2/s

150

100

50

50

20

0

➢ 上記を踏まえ，東通原子力発電所におけるWPの降下火砕物シミュレーションに
おいても上記のパラメータを使用し解析を実施した（右図）。

➢ 当該解析結果は工藤ほか（2004）によるWPの等層厚線図を比較的良好に再現
していることを確認した。

当社のシミュレーション結果と工藤ほか（2004）との比較
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（参考8） 十和田火山防災協議会による火山災害想定影響範囲の検討
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➢ 十和田において想定される火山現象の状況に応じた警戒避難体制の整備を行うため，青森県，岩手県及び秋田県，並びに周辺の関係市町村が共同で十
和田火山防災協議会（以下「協議会」という。）を設置しており，2018年に十和田火山災害想定影響範囲図を示した。

➢ 当該影響範囲図は，過去11,000 年間の噴火を元に，大・中・小の噴火規模ごとに火山事象の想定影響範囲を示している。
➢ すべての噴火規模において，降下火砕物を除く火山事象の影響範囲には東通原子力発電所は含まれていない。

（参考8） 十和田火山防災協議会による火山災害想定影響範囲の検討

火砕流・火砕サージの想定影響範囲図

融雪型火山泥流の
想定影響範囲図

火山泥流・土石流の
想定影響範囲図
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➢ 協議会は，大規模噴火の降下火砕物の影響範囲の検討として，当社と同じ十和田中掫テフラ（6.68km3）による検討を実施している。
➢ 降下火砕物の影響範囲については，東通原子力発電所がほぼ30cmの等層厚線付近に位置している（左図）が，協議会は，過去6年間（1992～1994年，

2014～2016年）の毎日9時の高層気象観測データを用いて，全2192ケースの解析を実施し，それらを重ね合わせて， 解析メッシュごとの層厚の最大値を
マッピングしている（右図）ため，東通原子力発電所における実際の最大層厚はこの図からは読み取ることができない。

➢ また，風は風向・風速が刻々と変動するが，この解析条件はある特定の日時の気象条件が降下火砕物が全て降下するまで継続するという解析条件であり，
結果として，過去の降下火砕物の実績よりも厚く・広い範囲を，降下火砕物の影響範囲として想定している。

（参考8） 十和田火山防災協議会による火山災害想定影響範囲の検討

降下火砕物の想定影響範囲図

過去6年間の毎日9時の全気象データを用いた2192ケースの
解析結果を重ね合わせた最大値のマップ（一部加筆）

東通原子力発電所

東通原子力発電所
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➢ 協議会による解析結果のうち，東通原子力発電所において層厚が最大となるのは2015年4月17日の9時の解析ケースであった。
➢ 本解析ケースにおいて層厚は26.7cmとなり，当社の降下火砕物の層厚評価である30cmを上回っていないことを確認した。

（参考8） 十和田火山防災協議会による火山災害想定影響範囲の検討

協議会実施のシミュレーションによる東通原子力発電所での最大層厚
（青森県から情報提供）
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